
グループホーム関前(あこう)

【事業所概要（事業所記入）】
　瀬戸内海の自然に囲まれながら穏やかな生活をされています。自然とのふれあいを大切にし

利用者様の経験等を活かしながら、他者との共有時間が過せる様に支援を行っています

御家族様と疎遠にならないように細やかな報告を行ったり、利用者様とそうした環境でできた

果実をつかったジャムやシロップを召し上がってもらったりして、御家族様がほんの小さなことも

気安く何でも言える様な雰囲気作りに努めています

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】
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事業所名 グループホーム　関前

所在地

評 価 結 果 概 要 表
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870201237

法人名 社会福祉法人　成寿会

愛媛県今治市関前岡村甲2574-3

自己評価作成日 平成27年9月30日

●地域行事の弓祭りや文化祭、婦人会の人形劇等に利用者も参加できるよう支援している。秋祭りには、事業所の
敷地に神輿と獅子舞が来てくれて、利用者は、健康祈願して獅子に頭を噛んでもらい、子供たちとも交流し、たいへ
ん喜ばれた。見学者があればゆっくりと案内し、相談しやすい雰囲気作りに努め、事業所を身近に感じてもらえるよう
努めている。
●日記を書く方が、後で読み返して職員にその出来事について確認するような時もあるが、職員は、さりげなく話し
てご本人の気持ちが傷つかないよう配慮している。他者の話し声や歌声等もうるさいと感じて、他者に向けてきつい
言葉が出るような方もあるが、職員は仲に入り、話を聞いたり、距離をとる等してそれぞれが納得いくように支援して
いる。おしぼりたたみをご自分の役目として率先して行ってくれる方には、職員からお礼を言っている。お花が好きな
方には、行事の際には生けてもらえるようお願いしている。
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愛媛県松山市千舟町6丁目1番地3　チフネビル501

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

所在地

評価機関名

基本情報リンク先

項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印 項　　目 　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当する項目に○印

平成27年10月14日訪問調査日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

記入者（管理者）

氏　名 國廣　佳子

評価完了日 平成27年9月30日

(ユニット名） あこう

事業所名　 グループホーム関前

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

毎朝の朝礼時に職員全体で唱和を行なっている　理念の下
で良い意味での画一的な支援が行えることを目指していま
す。常に意識下において各々の職員が支援に迷った時に
理念にたちかえれるように指導を行い、毎月のカンファレン
ス時には理念を含めて検討している

(外部評価)

事業所理念を「自然との触れ合いを大切にし、楽しく安心で
きる生活」「個人の望みや今までの暮らしを尊重し、本人の
できる力を活かす生活」とつくり、玄関等に掲示している。

(自己評価)

地域行事の参加に声をかけて頂く時は積極的に参加させて
頂いています。行事参加をさせて頂く時は手作りのおやつを
感謝の気持ちをあらわすために持参する時もあります。散歩
の際には挨拶したり声をかけて頂いていますが立ち寄る等ま
でには至っていない。

(外部評価)

地域行事の弓祭りや文化祭、婦人会の人形劇等に利用者も
参加できるよう支援している。秋祭りには、事業所の敷地に
神輿と獅子舞が来てくれて、利用者は、健康祈願して獅子
に頭を噛んでもらい、子供たちとも交流し、たいへん喜ばれ
た。見学者があればゆっくりと案内し、相談しやすい雰囲気
作りに努め、事業所を身近に感じてもらえるよう努めている。
さらに、地域の方が事業所に来て活動するような機会を工夫
して、事業所のことをより多くの方に知ってもらえるよう取り組
んでほしい。

(自己評価)

運営推進会議以外では難しい面もありますが、施設を自由
に開放して見学者には、ゆっくりと御案内を行ない、些細な
ことでも御相談して頂けるような雰囲気づくりを行なっていま
す

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

運営推進会議での話し合いであげられた話し合いを参考に
して、二つのユニットで行なう合同カンファレンスの議題等に
してサービス向上に活かしています

(外部評価)

会議は、市の支所や社会福祉協議会の方、自治会長、民生委員、
家族代表等が参加し、併設地域交流館で行っている。会議では毎
回、事業所の現状・行事・活動・事故・支援経過報告を行っており、
その後、サービス評価や研修等、その時期に応じて報告し、意見
交換を行っている。前回の外部評価実施後には、家族代表以外の
ご家族にも会議参加を呼び掛けたが、ご都合もあり参加には至らな
かったようだ。管理者は、今後、交流のある事業所と会議を通じて
行き来し、会議内容についても工夫したいと話していた。

今後さらに、会議内容やメンバーを増やしていくような取り組みに
工夫してほしい。いろいろな立場の方に事業所を知ってもらって、
理解・協力者を増やしてほしい。

(自己評価)

運営推進会議のメンバーとして参加して頂いており、緊急時
の体制や行事等の細かい面でも色々と相談にのって頂いて
いる

(外部評価)

昨年より、今治市のグループホーム交流会に職員が交代で参加
し、施設訪問やケアプランの意見交換等を行っている。交流会での
情報は、職員間で共有して事業所の運営やケアに反映している。
毎年、社会福祉協議会主催の七夕交流会やクリスマス会に参加し
て、地域の方々と交流している。市の担当者からは、感染症対策や
ワクチン接種についての情報を教えてもらっている。

(自己評価)

身体拘束をしないケアを目標に支援を行なっています。利
用者様の状態に応じて安全な生活が出来る様に職員は工
夫して対応している。身体拘束ではないが夜間は玄関を施
錠している。

(外部評価)

玄関は、外からは自動ドアで入れるようになっているが、内からは
職員がボタンを押し、開錠するようになっている。利用者によって
は、ご自分で操作して出かける方もある。入居前に住んでいた隣島
に帰りたいと話す利用者には、一緒に港まで散歩してみることもあ
る。車いすを使用する方の中には、安全ベルトを付けて対処したこ
とがあったが、職員で話し合って見守りを強化し、現在はベルトを
せず支援している。利用者に命令口調になるような場面があれば、
管理者や職員がその場で注意している。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見をサービス向上に活
かしている
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

二つのユニットで行なう合同カンファレンス等で虐待防止の
研修を行ない、意識付けに努めています。

　

(自己評価)

今までに該当する利用者様はおられないが、介護支援専門
員が機会を持ち権利擁護に関することを学んでいる

(自己評価)

契約時にはしっかりと説明を行い御家族の意見も聞き対応し
ていますが、緊急時の病院搬送では御家族の希望と異なる
病院に（他県を含む）搬送される場合もあることをしっかりと
説明して理解を頂いています

(自己評価)

御家族が面会に来られた際にはご意見をお伺いしたり、アン
ケートボックスを設置しています。面会時にアンケート用紙を
御家族にお渡して記入して頂き、書かれていることを検討し
サービス向上に努めています。

(外部評価)

毎月の書類送付時、利用者個別に日々の生活の様子を写
真を添えて報告している。ご家族の訪問時にお願いするア
ンケートは、毎月、理事長が確認しており、ご家族からは感
謝の言葉がほとんどのようだ。事業所で行う敬老会には、
年々ご家族の参加が増えている。今年は１３名程の参加が
あり、利用者と一緒にボランティアの日舞をみたり、おやつを
食べながらお祝いをした。

　

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

（自己評価）

各ユニットのカンファレンスを行なう前に職員は日々の業務
の中ででている意見等を含めて書類を作成しています。又、
都度毎に職員の意見を聞きに合同のカンファレンスでは検
討を重ねています

(外部評価)

２ヶ月に１回、事業所全体でカンファレンスを行っており、
テーマを決めて研修も行っている。職員は、業務をスムーズ
に行うために提案やアイデアを出して取り組んでおり、共用
スペースの清掃を勤務帯ごとの当番制にしたことで、ケアや
業務がスムーズになっている。毎月１回、理事長、副理事
長、人事担当者が事業所の様子を見に来ており、管理者は
運営に関して相談等している。現在は、夜勤のあり方につい
て職員から希望を出している。

　

(自己評価)

賞与査定を行い業務に意欲のある職員に繁栄できる様にし
ている。月に一度は経営者の視察があり現場環境等の評
価、改善を行なっている

(自己評価)

法人内では2ヶ月に１回行なっている。外部研修は今治市グ
ループホーム交流会の研修に参加している

(自己評価)

行事参加では一緒に過す機会があります。勉強会において
は平成26年4月から今治市グループホーム交流会の研修会
に職員交代で参加して施設訪問やケアプランの意見交換等
を行いネットワーク作りを行なっています。

(自己評価)

利用者様の今までとは異なった環境に対する不安や戸惑い
に寄り添い、理解したいという気持ちを表しながら、本人様の
思いやご要望をゆっくりと傾聴することに努めています

11 7
○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

特定非営利活動法人JMACS



グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

入所前後の御家族の心配事や不安を取り除くようにしっかり
とご意見を伺っています。入所後の様子も面会時や電話連
絡でお伝えしています

(自己評価)

アセスメントを行い必要としている支援を見極めて書類を作
成して法人内で書類をもとに連絡をとりあい、適切なサービ
ス利用に努めている

(自己評価)

利用者様の知識、経験を活かし尊重してとりいれています。
利用者様の今出来る力が発揮できる場を提供して、力が発
揮できるようにあせらずに見守りや声かけを行い支援してい
ます。

(自己評価)

面会時には声かけ状態の報告を行ったり、毎月「日々の生
活の様子」を作成し送付したり、ケアプラン見直し時には電
話等でご意見をお聞きして疎遠にならないように家族の絆を
大切にしながらご家族と共に利用者様を支える関係を築い
ています。

(自己評価)

地域行事には地域の方を優先して積極的に参加させて頂
いたり、係りつけ医をなるべく変更せずに対応して馴染みの
人や場所の関係が途切れずに暮らせるように支援している。

(外部評価)

２ヶ月に１回、家族旅行に行く方や盆・正月は、ご家族と一緒
に過ごす方、お墓参りに一緒に行く方がいる。外出をあまり
好まない方は、定期受診に出かけた際、昔なじみの方と顔を
合わせるため、お話するような機会になっている。身内の方
宛に「家に帰りたい」という心情をはがきに書く方がおり、ご家
族の事情もあって出すことはできないが、ご本人がはがきを
書くことは続けられるよう支援している事例がある。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

利用者様同士が支えあいながら交流できるように職員が様
子観察を行い配慮ある言葉かけを行っています。

(自己評価)

法人内でのサービスであれば行事参加を促して関わりを継
続している。法人外では困難な面もあるが、地域の中の施設
を認識して相談や支援を行なっています

(自己評価)

日々の生活の中での利用者様のほんの小さな思いでも見落
とさないように様子観察しながら対応してカンファレンスで検
討を重ねて支援を行っています。各利用者様の書類は個人
ケースにとじて職員がいつでも見られるようにしている。

(外部評価)

職員は、入浴支援時や夜勤の時間には、利用者のお話を
ゆっくり聞くよう心がけている。普段あまり口に出さないような
ことも話してくれるようで、話すことで利用者自身も気持ちが
落ち着かれるようだ。介護記録には利用者の言葉や表情、
思いとともに状況を具体的に記入し、それに対する職員の対
応を記録するようになっている。

ケアマネジャーの交代を機に、利用者一人ずつ状態や意向
を新しい様式に取りまとめているところである。介護記録につ
いても、「職員が統一した意識で記録できるようにしたい」と
話していた。得た情報を介護計画につなげて、利用者がそ
の人らしく暮らし続けられるような支援を実践してほしい。

(自己評価)

これまでの生活の担当介護支援専門員からの情報や利用
者様や利用者様のご家族からのお話を大切に伺い把握に
努めています。

(自己評価)

利用者様の一日の過し方等を様子観察を行い、少しの変化
でも見逃さずないようにしています。毎月のカンファレンスで
は職員同士の情報交換を行っています。

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

21

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

25
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

毎月カンファレンスを行う前に各利用者様の担当職員はモ
ニタリングの書類を作成ます。カンファレンではPDCA法サイ
クルを意識してモニタリングを検討して現状に即した介護計
画を作成している。

(外部評価)

利用者には日々のかかわりの中から暮らしの希望等を聞い
ており、ご家族には来訪時や電話で希望や意見を聞き取り、
介護計画に反映している。毎月、利用者個々の担当職員が
モニタリングを行い、毎月のカンファレンスで他職員と意見交
換して、３ヶ月毎の見直しにつなげている。

　

(自己評価)

日々の様子を観察して個人記録に記入し、バイタル表の備
考欄に気づき等を記入し、職員交代時は口頭による申し送
りを行い情報共有を行なっています。ケース記録にも漏れが
ない様にしている。

(自己評価)

体調急変時の受診、定期受診の対応等ではご家族の対応
が困難の事が多いため付き添い等行っている。利用者様の
必要な物品購入もご家族の対応が困難時は変わって購入し
ています。

(自己評価)

地域の祭り、行事には積極的に参加している。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援している
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

通いなれた係りつけ医の受診が継続できるように支援してい
る。御家族の付き添いが困難なことが多いため、通院介助、
定期受診、急な体調不良時は電話相談等して対応している

(外部評価)

協力医が３ヶ所あり、内、２つの協力医は、2週間ごとの往診があ
る。必要時には、ご家族に往診日を伝えて医師と話す機会を持て
るよう支援している。ご家族から「薬を減らす等、薬を調整してほし
い」と希望があり、職員と医師で検討して、減薬した事例がある。
又、各かかりつけ医と連携して、利用者ごとに薬剤表をつくり、把握
して間違いのないよう支援している。毎月1回、訪問歯科が来てくれ
ている。緊急時は、基本的に今治市に救急搬送されるが、広島県
から入居している方もあり、希望があれば、呉市に搬送できることも
ご家族に伝えている。

(自己評価)

訪問看護ステーション等は利用していないが、係りつけ医の
看護師と受診や往診時に積極的にアドバイスや相談にをさ
せて頂いている

(自己評価)

入院時には必ず付き添い、日常の様子などを細かく報告を
行い、退院後もわからないことがあれば、入院先の病院へ連
絡を行い状態の把握を行っている

(自己評価)

基本的に看取りは行っていないが、緊急時の体制や対応に
ついては、御家族に説明し確認して頂いています。地域の
協力を得ながら支援に取り組んでいる。

(外部評価)

利用契約時には利用者やご家族に対して、事業所に看護師を配
置しておらず、24時間の医療連携体制は整っていないことを伝え、
「終末期支援は行わない」ことを説明している。重度化や看取り支
援が必要になった場合は、法人施設や病院、他施設を紹介して移
行できるよう支援している。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。ま
たは、そうした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

緊急時のマニュアルを作り通報訓練を行っている

(自己評価)

消防署に協力を得て利用者様と一諸に訓練を行ったり、地
域の防災会議に出席して地域との協力体制を築いている

(外部評価)

年２回、職員と利用者で避難訓練を行っている。運営推進会議時、
自治会長から「夜間の訓練を行ってはどうか」と意見があり、今年３
月に夜間の火災想定で避難訓練を行った。夜勤者２名は避難誘
導について「大変だった」と話し、繰り返し訓練する必要性を感じた
ようだ。事業所にはスプリンクラーを設置しており、災害発生時に備
えて、水や非常食も準備している。台風時には、窓に取り付けてあ
る雨戸シャッターを全て閉めている。

事業所は海と山に囲まれており、土石流危険区域にも指定されて
いる。災害時、地域の避難場所がやや遠いことも課題になってお
り、今後もさらに、利用者の状態等を踏まえた具体的な避難誘導策
を検討し備えてほしい。火災以外にも、地震や津波想定の避難訓
練を実施したり、地域との協力体制作りに向けても取り組んでほし
い。

(自己評価)

職員の言葉かけや対応が気になった時は、その場で助言や
注意を行い意識付けを行ってもらうように取り組んでいる。

(外部評価)

日記を書く方が、後で読み返して職員にその出来事について確認
するような時もあるが、職員は、さりげなく話してご本人の気持ちが
傷つかないよう配慮している。他者の話し声や歌声等もうるさいと感
じて、他者に向けてきつい言葉が出るような方もあるが、職員は仲
に入り、話を聞いたり、距離をとる等してそれぞれが納得いくように
支援している。おしぼりたたみをご自分の役目として率先して行っ
てくれる方には、職員からお礼を言っている。お花が好きな方に
は、行事の際には生けてもらえるよお願いしている。

　

(自己評価)

日々の暮らしの中で利用者と積極的に会話を行いほんの小
さな思いでも見逃さないように様子観察を行い、利用者様の
意思を尊重して対応している

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

職員本位のケアにならないように、又利用者様のペースを大
切にしながらも昼夜逆転等の不規則な生活にならないように
見守りながら個人の希望を尊重した支援が出来るように努め
ています

(自己評価)

自立されている利用者様には意思にまかせ職員は最終確
認は行い、介助を要する方には外出等のお話をしながら、
おしゃれの意識付けをして頂けるような声かけを行い出来る
力が発揮して頂ける様に支援を行っています

(自己評価)

食事の準備等では一人一人の出来る力に見合うお手伝い
をお願いして自信をつけて頂くための声かけを行いながら出
来る力を発揮して頂いてます。時には利用者様の希望の献
立を栄養士と相談しながら作成しています

(外部評価)

食事は、法人の栄養士が立てた献立に沿って冷凍加工品や野菜
等の食材が届き、事業所の台所で職員が調理している。利用者に
は食材の下ごしらえや味見をしてもらえるよう、場面を作っている。
職員は、味噌汁の濃さやご飯の分量等、それぞれの好みを聞きな
がら調整している。ドライブに出かけた際、珍しいものや懐かしい食
材があれば買ってきて一品添えることもある。パン好きの利用者も
おり、朝食は週２回、パン食にしている。調査訪問時の昼食では、
職員は利用者の見守りや介助に専念し、交代で別の場所で持参し
たお弁当を食べていた。さらに、グループホームの食事支援の特
長を活かして、「食事を楽しむ」という観点から支援に工夫できるこ
とはないか話し合ってみてはどうだろうか。

　

(自己評価)

毎食の摂取量のチェックを行い、摂取状態に応じた量や食
事形態、日々の体調変化等に応じて対応している。カンファ
レンス時には検討を重ねて一人ひとりに応じた支援を行って
いる

(自己評価)

日々の体調や状況に応じた口腔ケア対応を毎食後に行い、
チェック表に記入して確実な口腔ケアを行っている。月に一
度は定期の訪問歯科診療で治療等を行っている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよ
うに過ごしたいか、希望にそって支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

一日、24時間を1時間単位に区切った表を作成してトイレ誘
導、排尿・排便チェックを行い、排泄状況が分かるように記号
で記入しています。一人ひとりのできる力を活かして、時間
がかかる利用者様には早めに声をかけて落ち着いた雰囲気
で排泄を行える等の自立にむけた支援を意識して行ってい
る

(外部評価)

排泄チェック表を確認し、早めの声かけや誘導を行い、日中
はトイレで排泄できるよう支援している。頻繁に放尿があり、
排泄チェック表で把握しきれない方については、「立ち上
がったらトイレ」等、動きの傾向等を把握して支援している。

　

(自己評価)

適切な運動や水分補給をしっかり行う様に職員は声かけを
促したり、職員と利用者様との交流時にお腹のマッサージ等
を一緒に行なっている。便秘がちな利用者様には係りつけ
医に処方により服薬での排便コントロールを行っている

(自己評価)

大まかには決まっているが、利用者様のその日の体調等を
様子観察を行い声かけを行い、利用者様の意思等を尊重し
て入浴の支援を行っている

(外部評価)

毎日個々の希望を聞きながら、だいたい一日おきに入浴で
きるよう支援している。中には毎日入る方もある。浴槽は檜風
呂で、窓から海を眺められる。同性介助を希望する方や「一
番風呂は嫌」、「お気に入りの職員がいい」、「熱め目のお湯
がいい」等、希望に沿いながら支援している。理事長来訪時
には、利用者個々とお話しており、利用者から「脱衣所が夏
は暑い」という声があり、扇風機を設置することにつながっ
た。

(自己評価)

夕食後から就寝の時間にゆとりを持たせ安眠を促すために
一日の終わりの落ち着いた雰囲気の中で一人ひとりのペー
スや状態を把握しながら気持ちよく眠れるように支援してい
る

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防
に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援を
している

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

係りつけ医からの薬剤表を個人ファイルしています。薬に変
更があれば職員全体で情報共有できるように申し送りを行っ
ている

(自己評価)

作品作り等が利用者様にとって義務的にならない様に楽し
みながら達成感が味わって頂ける様に職員は利用者様の様
子観察を行いながら工夫した対話対応や行動支援を行い、
そのひと時がほんの少しでも楽しいと感じて頂ける様に支援
を行っている

(自己評価)

地域行事に際して観覧席の配慮など地域の方々に協力して頂い
たりしています。御家族対応で受診される利用者様の御家族に利
用者様が受診を通じて戸外に出かけられることを楽しみにされてい
ることをお話させて頂いたりしています。施設では季節に応じた散
歩やドライブ等を積極的に行い日常的な外出を支援しています。

(外部評価)

日常的に近辺を散歩できるよう支援している。調査訪問時には、職
員が利用者の車いすを押して外に出かけて行く様子や、散歩から
戻って来た利用者が庭のベンチでおしゃべりしているような様子が
見られた。島のカフェに数名で出かけたり、八百屋や週１回近所に
来る移動販売車で買い物をする方もいる。毎年島で開催される
オーケストラコンサートを聞きに行ったり、社会福祉協議会でのビデ
オ上映会に出かけている。隣島の町並み見学等、ドライブにも出か
けている。

(自己評価)

小額のお小遣いの必要性を契約時に御家族に説明を行い現金を
お預かりして各利用者様毎のお小遣い帳面に入出金の記録して
います。利用者様の希望に応じて物品購入等の支援を行なってい
ます。また自己管理を希望される利用者様には自己管理をして頂
いています。

(自己評価)

電話や手紙の制限はおこなっていません。時にはレクリェー
ションを通して御家族や友人に手紙を書くこともお勧めしたり
もしています。

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

51
○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている
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グループホーム関前(あこう) 自己評価及び外部評価表

自己
評価

外部
評価

項　　目 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)

日々の天候や諸条件の変化にカーテンやブラインド、空調
等を使用して利用者様が快適な空間を過せるように配慮を
行なっています。共同フロアーには四季に応じた作品や写
真を飾り、楽しい場所になるように工夫を行っています。

(外部評価)

事業所は東西に２つのユニットがあり、北側には山の景色、南向き
の居間や居室からは瀬戸内海を眺望できる。門扉を入ると金木犀
が香り、玄関にはザクロの実の枝が活けてあった。敷地内には多数
の果樹を植えており、収穫した果実はデザートやジャム、ジュース
にして季節の味を皆で楽しんでいる。又、30本の桜の木があり、毎
年春には皆でお花見をしている。居間は海側の強い日差しをロー
ルスクリーンとレースカーテンで調整し、天窓からは柔らかな光が
入っていた。廊下では、歌のお好きな方が歩きながら歌を口ずさ
み、自由に過ごしている様子が見られた。その他、塗り絵やドリル
等、得意なことをして過ごす方もいる。居間の一角には、畳スペー
スにベンチを置き、一休みできるようにしていた。

　

(自己評価)

リビングにテレビやテーブル・椅子等を配置して、お好きな
場所に座り他者との会話を楽しめるようにしています。

(自己評価)

居室では利用者様が少しでも居心地よく過ごして頂くため
に、御家族に馴染みの品物の必要性を説明させて頂き、馴
染みの品物を持って来て頂ける様に積極的にお願いしてい
ます。

(外部評価)

南向きの居室の窓からは海が見え、北向きの居室からは季節ごと
に変化する庭の樹木や山の景色が見える。居室はフローリングで、
檜の腰壁と障子窓があり、和風の趣きのある洋室になっている。現
在は全室ベッドを使用しているが、希望で畳に布団を敷くこともでき
る。愛用の椅子を持ち込み使う方がいる。塗り絵の作品やご家族か
らのプレゼントを飾っている方もいる。

　

(自己評価)

建物はバリアフリーです。廊下・トイレ・浴室等は手すりをつ
けています。廊下に関しては手すりもあり障害物も無く一直
線で歩行できるので下肢筋力維持の為に歩行を促していま
す。

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した
生活が送れるように工夫している

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している
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